
―52―

■支援の背景

　使用済み蛍光管は、全国で年間約３億５千万本がゴミとなって排出されます。蛍光管ガラスにつ

いては、その一部がグラスウール原料などに再利用されますが、大半は、埋め立て処分をされます。

　産業廃棄物の収集・処理を行っている㈱テクノでは，廃蛍光管の完全リサイクルを目指してお

り、当場に廃ガラスを使った軽量タイルの開発について支援を要請してきました。

■支援の要点

１．軽量タイル製造のための原料組成の検討

２．着色剤の選択と添加量の検討

３．実験炉での最適な焼成条件の確立

４．エコマーク取得のための溶出試験

■支援の成果

１．発泡ムラの少ない原料配合組成を確立しました。

２．市販無機系顔料による着色タイルの製造条件を確立し、商品化のための色見本を作製しました。

３．実験炉の燃焼特性を把握し、適正な焼成条件を確立しました。

４．試作したタイルは、当該企業に試験施工したほか、環境総合展等に出展しました。

５．溶出試験の基準値をクリヤし、エコマークを取得することができました。

㈱テクノ　小樽市石山町20番９号  　　　Tel. 0134−29−5951

㈱TCN　　夕張郡栗山町字御園215番地　Tel. 0134−22−3388
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